
小論文の傾向とポイント

傾　　向
言語聴覚専攻科（一般入試）  時間 60 分、与えられたテーマに沿った論述 800 字以内。

小論文の課題について
　幅広いテーマに対して、自分自身の考えを的確に述べてもらう課題です。リハビリテーション専門

職種などの対人援助職は幅広い知識が要求されるため、日常的に社会事象に対するアンテナを広く

張っておくことが必要です。

ポイント
１　課題の把握

　我々を取り巻いている社会状況に対する幅広い関心と深い問題意識がないと、出題者が要求してい

るものとはかけ離れたピント外れの論文を書いてしまう恐れがあります。テーマに関した正確な問題

把握が必要です。

２　明確な論旨

　小論文には何よりも序論、本論、結論がはっきりした論旨の明快さが求められます。難解で抽象的

な表現を用いたり、意味不明な言葉を濫用している文章は小論文として適切ではありません。平易な

言葉で分かりやすく論旨を主張してください。

３　全体の構成と論旨の一貫性

　①　論旨に矛盾はないか。

　②　主張や結論に至る根拠付けはしっかりしているか。

　③　複数の話題を無関連に書き連ねていないか。

　④　主張とそれを裏付ける事例が噛み合っているか。

　⑤　論旨の流れ、展開に無理はないか。

　⑥　段落分けをうまく行っているか。

４　正確な表記、表現

　誤字や脱字などには十分注意し、正確な表記・表現をするように心がけてください。一般的に文体

は、常体（「だ、である」）で統一し、省略語は用いません。

　①　書き言葉（文語体）で書いているか、話し言葉（口語体）になっていないかを確認しましょう。

　②　句読点（、）（。）や、かぎかっこ（「」）が正しく用いられているか、原稿用紙の使い方は正し

　　いかを確認しましょう。

５　分量

800 字以内で書くことが求められていますが、少なくとも 9 割の分量を書くよう心がけましょう。

800 字以上、1000 字以内などの範囲が指定されている場合は、必ず最低分量を超えるようにしましょ

う。

６　参考書

　市販されている「小論文の書き方」についての参考書に、一度目を通しておくことが必要です。

言語聴覚専攻科（一般入試・AO入試） 時間60 分、与えられたテーマに沿った論述800 字以内。
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